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２
０
２
３ 

最
終
（
第
４
回
） 

京
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試
（
文
系
） 

 

採
点
基
準 

 

■
現
代
文 

採
点
の
原
則 

 

① 

全
て
の
答
案
に
つ
い
て
各
要
素
単
独
採
点
と
す
る
が
、
答
案
が
全
く
日
本
語
の
文
（
章
）
の
体
を
な
し
て
い
な
い
と
判 

 
 

断
さ
れ
る
場
合
は
、
要
素
の
有
無
に
関
係
な
く
０
点
と
す
る
。 

 

② 

得
点
箇
所
の
漢
字
の
誤
り
、
送
り
仮
名
の
誤
り
、
句
点
の
欠
落
等
に
つ
い
て
は
、
一
つ
ご
と
に
１
点
減
点
す
る
。
尚
、 

 
 

同
一
の
誤
字
、
送
り
仮
名
の
誤
り
の
繰
り
返
し
に
つ
い
て
は
、
１
点
だ
け
の
減
点
で
よ
い
。 

 

一 

現
代
文 

50
点 

  

問
一 

10
点 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｇ
参
照 

  

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。 

 

Ａ
①    

 
 

 

Ｂ
○
２
点              

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
２
点 

「
俳
優
は
」 

堅
苦
し
い
こ
な
れ
ぬ
日
本
語
だ
が
、
そ
の
分
、
そ
の
人
間
に
対
す
る
距
離
感
と
礼
節
と
を
少
な
く
と
も
建
前
上

は
保
つ
こ
と
が
で
き
る
の
に
対
し
、 

Ａ
②
○
１
点    

Ｄ
○
１
点                   

 

Ｅ
○
２
点   

 
 

                     
 

Ｆ
○
２
点 

「
役
者
」
は 

芝
居
の
現
場
に
息
づ
く  

生
き
た
日
本
語
で
あ
り
、
そ
の
分
、
門
外
漢
の
自
分
が
軽
々
し
く
使
う
こ
と
が
た
め

ら
わ
れ
る 

 

Ｇ 

と
い
う
違
い
。
（
10
点
） 

   

■
要
素
Ａ
「
①
俳
優
は─

②
役
者
は
」
（
１
点
） 

 

○
答
案
が
「
俳
優
」
と
「
役
者
」
を
対
比
す
る
形
の
説
明
に
な
っ
て
お
れ
ば
可
。
①
②
セ
ッ
ト
で
○
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
堅
苦
し
い
こ
な
れ
ぬ
日
本
語
」
（
２
点
） 

 

○
本
文
の
「
よ
そ
行
き
の
熟
さ
ぬ
日
本
語
」
の
言
い
換
え
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
可
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
そ
の
人
間
に
対
す
る
距
離
感
と
礼
節
と
を
少
な
く
と
も
建
前
上
は
保
つ
こ
と
が
で
き
る
」
（
２
点
） 

 

○
本
文
の
「
す
く
な
く
と
も
た
て
ま
え
と
し
て
は
、
あ
る
距
離
を
と
っ
て
礼
節
を
欠
か
ず
に
す
む
」
に
対
応
す
る
説
明
。

「
そ
の
人
間
に
対
す
る
距
離
感
と
礼
節
を
保
て
る
」
内
容
で
○
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
可
。 

 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
芝
居
の
現
場
に
息
づ
く
」
（
１
点
） 

 

○
本
文
の
「
芝
居
の
現
場
の
な
か
で
、
段
ち
が
い
に
生
き
た
手
ご
た
え
を
も
っ
て
息
づ
い
て
い
る
」
に
対
応
す
る
説
明
。
ほ 

ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
可
。 

 

■
要
素
Ｅ
「
生
き
た
日
本
語
」
（
２
点
） 

 

○
本
文
の
「
役
者
と
い
う
こ
と
ば
が…

段
違
い
に
生
き
た
手
ご
た
え
を
も
っ
て
息
づ
い
て
い
る
」
に
対
応
す
る
説
明
。
ほ
ぼ
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同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば 

可
。 

 
△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｆ
「
演
劇
の
門
外
漢
が
軽
々
し
く
使
う
の
は
た
め
ら
わ
れ
る
」
（
２
点
） 

 

○
本
文
の
「
門
外
漢
に
は
、
時
と
し
て
何
と
し
て
も
許
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
」
に
対
応
す
る
説
明
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が 

な
さ
れ
て
い
れ
ば
可
。 

 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｇ 

二
つ
の
事
柄
の
「
違
い
」
を
説
明
す
る
答
案
の
文
末
表
現
と
し
て
妥
当
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。
不
適
切
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
▲
１
点
減
点
。 

  

問
二 

８
点 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

  

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可 

 

Ａ
○
２
点           

 
 
 

                  

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
２
点 

ロ
マ
ン
派
の
求
め
た
天
才
、
独
創
性
、
資
本
主
義
社
会
の
私
有
制
を
背
景
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
創
造
神
に
類
す
る
権
威
を
も
っ 

                   
 
 
 
 

Ｄ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｅ 

て
作
品
を
産
み
出
し
、
正
統
的
な
解
釈
の
権
利
を
独
占
す
る
存
在
。
（
８
点
） 

  

■
要
素
Ａ
「
ロ
マ
ン
派
の
求
め
た
天
才
、
独
創
性
」
（
２
点
） 

 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
可
。 

 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
資
本
主
義
社
会
の
私
有
制
を
背
景
に
」
（
２
点
） 

 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
可
。 

 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
キ
リ
ス
ト
教
の
創
造
神
に
類
す
る
権
威
を
も
っ
て
作
品
を
生
み
出
し
」
（
２
点
） 

 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
可
。 

 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
正
統
的
な
解
釈
の
権
利
を
独
占
す
る
」
（
２
点
） 

 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
可
。 

 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ 

文
末
表
現
は
「…

（
と
い
う
）
存
在
」
と
い
う
形
が
原
則
。
但
し
、
「
ど
の
よ
う
な
存
在
か
」
と
い
う
問
い
に
対 

 
 
 
 

す
る
答
案
の
文
末
表
現
と
し
て
妥
当
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。
不
適
切
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
▲
１
点 

 
 
 
 

減
点
。 
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問
三 

８
点 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

  

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。 

 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
２
点 

書
き
手
の
私
有
権
、
所
有
権
関
わ
る
部
分
を
、
主
と
し
て
著
者
、
著
作
者
と
い
う
言
葉
で
移
し
替
え
、
そ
の
権
威
、
独
自
性
独 

                    
 
 
 

 

Ｄ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｅ 

創
性
に
関
わ
る
部
分
を 

作
家
と
い
う
言
葉
で
移
し
替
え
た
と
い
う
こ
と
。
（
８
点
） 

  

■
要
素
Ａ
「
描
き
手
の
私
有
権
、
所
有
権
に
関
わ
る
部
分
を
」
（
２
点
） 

 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
主
と
し
て
著
者
、
著
作
者
と
い
う
言
葉
で
移
し
替
え
」
（
２
点
） 

 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
そ
の
権
威
、
独
自
性
独
創
性
に
関
わ
る
部
分
を
」
（
２
点
） 

 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
作
家
と
い
う
言
葉
で
移
し
替
え
た
」
（
２
点
） 

 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ 

文
末
表
現
は
「…

（
と
い
う
）
こ
と
（
を
言
っ
て
い
る
）
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
で
あ
る
と 

 
 
 
 

判
断
さ
れ
る
場
合
は
▲
減
点
１
点
。 
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問
四 

10
点 

 
■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｇ
参
照 

  

■
模
範
解
答
例 
※
各
要
素
同
意
表
現
可
。 

 

Ａ
○
２
点                              

 
 

    
 
 

Ｂ
○
１
点                                       

 
 
 
 
 

       

Ｃ
○
２
点 

既
存
の
素
材
に
依
拠
し
て
作
品
を
作
り
な
す  

慎
ま
し
い
存
在
を
意
味
し
て
い
た
作
者
と
い
う
言
葉
は
、
作
品
の
法
的
所
有
権
を 

             
 
 

           

Ｄ
○
２
点                         

 
 

Ｅ
○
２
点 

 
 
 

                                
 
 
 
 
 

Ｆ
○
１
点 

示
す
著
者
や
著
作
者
、
社
会
的
尊
敬
を
示
す
作
家
と
い
う
西
欧
由
来
の
近
代
日
本
語
に
そ
の
内
実
を
奪
わ
れ
て
、
生
き
た
実
感 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｇ 

を
伴
わ
な
い
空
虚
な
一
般
概
念
に
成
り
下
が
っ
た
と
い
う
こ
と
。
（
10
点
） 

   

＊
要
素
Ａ
と
要
素
Ｂ
は
「
作
者
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
説
明
。 

 

■
要
素
Ａ
「
既
存
の
作
品
に
依
拠
し
て
作
品
を
作
り
な
す
」
（
２
点
） 

 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
慎
ま
し
い
存
在
を
意
味
し
て
い
た
作
者
と
い
う
言
葉
」
（
１
点
） 

 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

＊
要
素
Ｃ
と
要
素
Ｄ
は
「
西
洋
由
来
の
近
代
日
本
語
」
の
意
味
説
明
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
作
品
の
法
的
所
有
権
を
示
す
著
者
や
著
作
者
」
（
２
点
） 

 

○
「
著
者
」
「
著
作
者
」
は
い
ず
れ
か
一
つ
で
も
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
社
会
的
尊
敬
を
示
す
作
家
」
（
２
点
） 

 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ
「
西
洋
由
来
の
近
代
日
本
語
に
そ
の
内
実
を
奪
わ
れ
て
」
（
２
点
） 

 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｆ
「
生
き
た
実
感
を
伴
わ
な
い
空
虚
な
一
般
概
念
に
成
り
下
が
っ
た
」
（
１
点
） 

 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
可
。 

 

■
要
素
Ｇ 

文
末
表
現
は
「…

（
と
い
う
）
こ
と
（
を
言
っ
て
い
る
）
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
で
あ
る
と 

 
 
 
 

判
断
さ
れ
る
場
合
は
▲
１
点
減
点
。 
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問
五 

14
点 

 
■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｄ
参
照 

 

■
模
範
解
答
例 
※
各
要
素
同
意
表
現
可
。 

 

Ａ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ａ
②
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
①
○
２
点 

創
造
神
に
も
擬
え
ら
れ
て
き
た 

西
欧
近
世
の
「
作
者
」
概
念
が
見
直
さ
れ
、
作
る
こ
と
を
、
既
存
の
素
材
に
依
拠
し
て
作
り 

 
 
 
 
 

Ｂ
②
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
③
○
２
点 

な
す
こ
と
、
さ
ら
に
は
対
象
を
見
て
模
倣
す
る
こ
と
と
位
置
付
け
る 

古
来
の
伝
統
を
再
発
見
し
つ
つ
あ
る
西
欧
の
動
向
を
思 

 
 
 

Ｃ
①
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
②
○
３
点 

 
 
 
 

え
ば
、
「
作
り
だ
す
」
と
い
う
意
味
が
希
薄
な 

「
文
人
」
と
い
う
古
語
こ
そ
が
、
「
作
者
」
に
代
わ
る
言
葉
と
し
て
ふ
さ
わ 

 
 
 
 
 
 

Ｄ 

し
い
と
考
え
る
か
ら
。
（
14
点
） 

  

■
要
素
Ａ
「
創
造
神
に
も
擬
え
ら
れ
て
き
た
西
欧
近
世
の
「
作
者
」
概
念
が
見
直
さ
れ
」
（
４
点
） 

 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

※
以
下
２
点
に
分
け
て
採
点
。
①
は
②
に
得
点
が
あ
る
場
合
の
み
加
点
。 

 
 

①
創
造
神
に
も
擬
え
ら
れ
て
き
た
（
１
点
） 

 
 

②
西
欧
近
世
の
「
作
者
」
概
念
が
見
直
さ
れ
（
３
点
） 

 

■
要
素
Ｂ
「
作
る
こ
と
を
、
既
存
の
素
材
に
依
拠
し
て
作
り
な
す
こ
と
、
さ
ら
に
は
対
象
を
見
て
模
倣
す
る
こ
と
と
位
置
付
け

る
古
来
の
伝
統
を
再
発
見
し
つ
つ
あ
る
西
欧
の
動
向
」
（
６
点
） 

 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

※
以
下
３
点
に
分
け
て
採
点
。 

 
 

①
「
作
る
こ
と
を
、
既
存
の
素
材
に
依
拠
し
て
作
り
な
す
」
（
２
点
） 

 
 

②
「
対
象
を
見
て
模
倣
す
る
こ
と
と
位
置
付
け
る
」
（
２
点
） 

 
 

③
「
古
来
の
伝
統
を
再
発
見
し
つ
つ
あ
る
西
欧
の
動
向
」
（
２
点
） 

 

■
要
素
Ｃ
「
「
作
り
だ
す
」
と
い
う
意
味
が
希
薄
な
「
文
人
」
と
い
う
古
語
こ
そ
が
、
「
作
者
」
に
代
わ
る
言
葉
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
」
（
４
点
） 

 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

※
以
下
２
点
に
分
け
て
採
点
。
①
は
②
に
得
点
が
あ
る
場
合
の
み
加
点
。 

 
 

①
「
「
作
り
だ
す
」
と
い
う
意
味
が
希
薄
」
（
１
点
） 

 
 

②
「
「
文
人
」
と
い
う
古
語
こ
そ
が
、
「
作
者
」
に
代
わ
る
言
葉
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
」
（
３
点
） 

 

■
要
素
Ｄ 

文
末
表
現
は
「…

か
ら
・
の
で
・
た
め
」
と
い
っ
た
形
が
原
則
。
理
由
説
明
答
案
の
文
末
表
現
と
し
て
不
適
切
で 

 
 
 
 

あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
▲
１
点
減
点
。 
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二 

現
代
文 

50
点 

  

問
一 

12
点 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｇ
参
照 

  

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。 

 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
２
点 

 
 
 
 

自
然
の
奥
深
く
に
埋
め
込
ま
れ
た 

神
聖
で
神
秘
的
な
神
の
御
業
を
、
数
学
・
科
学
と
い
う
抽
象
の
手
続
き
で
見
出
し
た
自
分 

                          
 
 
 
 
 

Ｄ
○
２
点            
Ｅ
○
２
点 

 
 
 
 

Ｆ
○
２
点 

の
行
為
を
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
、
神
の
価
値
を
低
め 

理
神
論
に
も
抵
触
す
る 

恐
ろ
し
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る 

Ｇ か
ら
。
（
12
点
） 

   

■
要
素
Ａ
「
自
然
の
奥
深
く
に
埋
め
込
ま
れ
た
」
（
２
点
） 

 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
神
聖
で
神
秘
的
な
神
の
御
業
を
」
（
２
点
） 

 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
数
学
・
科
学
と
い
う
抽
象
の
手
続
き
で
見
出
し
た
自
分
の
行
為
を
」
（
２
点
） 

 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
神
の
価
値
を
低
め
」
（
２
点
） 

 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ
「
理
神
論
に
も
抵
触
す
る
」
（
２
点
） 

 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｆ
「
恐
ろ
し
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
」
（
２
点
） 

 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｇ 

文
末
表
現
は
「…

か
ら
・
の
で
・
た
め
」
と
い
っ
た
形
が
原
則
。
理
由
説
明
答
案
の
文
末
表
現
と
し
て
不
適
切
で 

 
 
 
 

あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
▲
１
点
減
点
。 
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問
二 

８
点 

 

■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｄ 

 

■
模
範
解
答
例 
※
各
要
素
同
意
表
現
可
。 

 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
３
点 

近
代
自
然
科
学
の
成
果
を
象
徴
す
る
建
築
物
と
言
え
る
グ
リ
ニ
ッ
ジ
天
文
台
の
あ
り
方
と
、
そ
の
礎
石
を
置
く
日
時
を
オ
カ
ル 

                                    
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ｃ
○
２
点 

 

Ｄ 

ト
的
な
占
星
術
で
決
め
る
と
い
う
非
科
学
性
が
矛
盾
し
て
い
る
か
ら
。
（
８
点
） 

  

■
要
素
Ａ
「
近
代
自
然
科
学
の
成
果
を
象
徴
す
る
建
築
物
と
言
え
る
グ
リ
ニ
ッ
ジ
天
文
台
」
（
３
点
） 

 

○
「
グ
リ
ニ
ッ
ジ
天
文
台
」
が
「
科
学
の
成
果
」
で
あ
る
事
が
説
明
さ
れ
て
い
れ
ば
可
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て 

い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
２
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
そ
の
礎
石
を
置
く
日
時
を
オ
カ
ル
ト
的
な
占
星
術
で
決
め
る
と
い
う
非
科
学
性
」
（
３
点
） 

 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

△
「
オ
カ
ル
ト
的
（
な
占
星
術
）
」
と
「
非
科
学
性
」
の
い
ず
れ
か
を
欠
く
場
合
は
２
点
。 

 

△
説
明
が
か
な
り
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
矛
盾
し
て
い
る
」
（
２
点
） 

 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ 

文
末
表
現
は
「…

か
ら
・
の
で
・
た
め
」
と
い
っ
た
形
が
原
則
。
理
由
説
明
答
案
の
文
末
表
現
と
し
て
不
適
切
で 

 
 
 
 

あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
▲
１
点
減
点
。 
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問
三 

８
点 

 
■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

  

■
模
範
解
答
例 
※
各
要
素
同
意
表
現
可
。 

 

Ａ
①
○
１
点 

 
 
 
 

Ａ
②
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
①
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ニ
ュ
ー
ト
ン
の
目
的
は 

宇
宙
の
真
理
を
知
る
こ
と
で
あ
り
、
古
代
の
神
秘
的
な
英
知
の
再
発
見
に
つ
な
が
る
研
究
は 

 

Ｂ
②
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ 

そ
の
重
要
な
手
段
で
あ
っ
て
、
彼
に
と
っ
て
科
学
は
そ
の
一
分
野
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
。(

８
点) 

  

■
要
素
Ａ
「
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
目
的
は
宇
宙
の
真
理
を
知
る
こ
と
」
（
２
点
） 

 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

※
以
下
２
点
に
分
け
て
採
点
。
①
は
②
に
得
点
が
あ
る
場
合
の
み
加
点
。 

 
 

①
「
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
目
的
は
」
（
１
点
） 

 
 

②
「
宇
宙
の
真
理
を
知
る
こ
と
」
（
１
点
） 

  

■
要
素
Ｂ
「
古
代
の
神
秘
的
な
英
知
の
再
発
見
に
つ
な
が
る
研
究
は
そ
の
重
要
な
手
段
」
（
４
点
） 

 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

※
以
下
２
点
に
分
け
て
採
点
。 

 
 

①
「
古
代
の
神
秘
的
な
英
知
の
再
発
見
に
つ
な
が
る
研
究
は
」
（
２
点
） 

 
 
 

○
「
オ
カ
ル
ト
的
研
究
」
で
も
可
○
。 

 
 

②
「
そ
の
重
要
な
手
段
」
（
２
点
） 

 

■
要
素
Ｃ
「
科
学
は
そ
の
一
分
野
に
過
ぎ
な
か
っ
た
」
（
２
点
） 

 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

※
「
そ
の
一
分
野
」
の
「
そ
の
」
は
「
オ
カ
ル
ト
的
研
究
」
の
こ
と
。 

 

■
要
素
Ｄ 

文
末
表
現
は
「…

（
と
い
う
）
こ
と
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は 

 
 
 
 

▲
減
点
１
点
。 
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問
四 

８
点 

 
■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

  

■
模
範
解
答
例 
※
各
要
素
同
意
表
現
可
。 

 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ｂ
○
２
点                                         

 
 
 
 
 

Ｃ
○
２
点 

ニ
ュ
ー
ト
ン
の
発
見
し
た
万
有
引
力
や
力
学
の
法
則
は
、
天
体
の
運
行
な
ど
天
地
創
造
原
理
の
根
幹
に
関
わ
る 

科
学
上
の
重 

                 
 
 
 

Ｄ
○
２
点 

要
な
発
見
で
あ
り
、
彼
は
そ
れ
を
数
学
的
な
手
続
き
で
達
成
し
た
か
ら
。
（
８
点
） 

  

■
要
素
Ａ
「
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
発
見
し
た
万
有
引
力
や
力
学
の
法
則
」
（
２
点
） 

 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
天
体
の
運
行
な
ど
天
地
創
造
原
理
の
根
幹
に
関
わ
る
」
（
２
点
） 

 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
科
学
上
の
重
要
な
発
見
で
あ
り
」
（
２
点
） 

 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
彼
は
そ
れ
を
数
学
的
な
手
続
き
で
達
成
し
た
」
（
２
点
） 

 

・
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ 

文
末
表
現
は
「…

か
ら
・
の
で
・
た
め
」
と
い
っ
た
形
が
原
則
。
理
由
説
明
答
案
の
文
末
表
現
と
し
て
不
適
切
で 

 
 
 
 

あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
▲
１
点
減
点
。 
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問
五 

14
点 

 
■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｇ
参
照 

 

■
模
範
解
答
例 
※
各
要
素
同
意
表
現
可
。 

 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Ｃ
○
２
点 

自
分
を
聖
書
の
記
述
を
解
釈
す
る
使
命
の
た
め 

神
に
選
ば
れ
た
人
間
の
一
人
と
考
え
、
神
が
秩
序
立
て
た
世
界
観
を
示
す
た 

       
 

Ｄ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｅ
○
３
点 

め
に
、
全
宇
宙
の
謎
を
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
読
み
取
ろ
う
と
し
た
ニ
ュ
ー
ト
ン
に
と
っ
て
、
神
の
神
秘
に
触
れ
る
オ
カ
ル
ト
的
な 

Ｆ
○
３
点 

 

研
究
は
自
分
だ
け
の
た
め
の
秘
儀
で
あ
り
、
物
理
学
は
現
実
と
の
接
点
と
し
て
わ
ず
か
に
そ
の
位
置
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
か
っ 

 
 

Ｇ 

た
と
い
う
こ
と
。
（
14
点
） 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

■
要
素
Ａ
「
（
自
分
を
）
聖
書
の
記
述
を
解
釈
す
る
使
命
の
た
め
」
（
２
点
） 

 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
（
自
分
を
）
神
に
選
ば
れ
た
人
間
の
一
人
と
考
え
」
（
２
点
） 

 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
神
が
秩
序
立
て
た
世
界
観
を
示
す
た
め
に
」
（
２
点
） 

 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
全
宇
宙
の
謎
を
あ
ら
ゆ
る
手
段
で
読
み
取
ろ
う
と
し
た
ニ
ュ
ー
ト
ン
に
と
っ
て
」
（
２
点
） 

 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ
「
神
の
神
秘
に
触
れ
る
オ
カ
ル
ト
的
な
研
究
は
自
分
だ
け
の
た
め
の
秘
儀
で
あ
り
」
（
３
点
） 

 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

△
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
２
点
。 

 

■
要
素
Ｆ
「
物
理
学
は
現
実
と
の
接
点
と
し
て
わ
ず
か
に
そ
の
位
置
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
」
（
３
点
） 

 

○
ほ
ぼ
同
内
容
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
れ
ば
可
。 

 

△
説
明
が
か
な
り
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｇ 

文
末
表
現
は
「…

（
と
い
う
）
こ
と
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は 

 
 
 
 

▲
減
点
１
点
。 
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三 

古
文 

50
点 

 
※
内
容
説
明
の
設
問
で
は
、
末
尾
の
句
点
が
な
い
も
の
は
１
点
減
点
。
た
だ
し
、
現
代
語
訳
の
設
問
で
は
、
文
末
の
句
読
点
は

不
問
。 

 

問
一 

10
点×
３
＝
30
点 

（
１
） 

「
賀
茂
氏
な
る
女
、
よ
ろ
づ
の
人
に
劣
れ
り
、
さ
る
中
に
た
だ
疱
瘡
を
な
む
す
ぐ
れ
て
病
み
け
る
、」
の
現
代
語
訳
。

（
10
点
） 

 【
模
範
解
答
】 

 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
２
点 

 
 
 

Ｄ
○
３
点 

賀
茂
氏
に
属
す
る
あ
る
女
は
、
様
々
な
面
で
多
く
の
人
よ
り
劣
っ
て
い
た
が
、
そ
の
中
で
も
唯
一 

他
人
よ
り
ま
さ
っ
て
い
た
の 

 

は
疱
瘡
の
症
状
だ
け
で
（
一
命
は
と
り
と
め
た
も
の
の
痘
痕
が
残
っ
て
し
ま
っ
て
）
、
（
10
点
） 

  

■
採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

◯ 

Ａ
〜
Ｄ
の
各
配
点
部
分
の
中
の
、
加
点
要
素
が
揃
っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
配
点
を
加
点
す
る
。 

◯ 

加
点
要
素
が
答
案
の
中
に
表
記
さ
れ
て
お
り
、
Ａ
〜
Ｄ
の
各
配
点
部
分
の
中
で
構
成
要
素
と
し
て
機
能
し
て
い
れ
ば
、

重
複
し
て
記
述
さ
れ
て
い
な
く
て
も
よ
い
。 

 

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

Ａ
「
賀
茂
氏
に
属
す
る
あ
る
女
は
」
（
２
点
） 

 

※
「
賀
茂
氏
な
る
女
、」
の
解
釈 

 

◯
「
賀
茂
氏
に
属
す
る
（
あ
る
）
女
」
／
「
賀
茂
氏
一
族
で
あ
る
（
あ
る
）
女
」
／
「
賀
茂
氏
一
族
の
（
あ
る
）
女
」
／

「
（
陰
陽
頭
・
天
文
博
士
で
あ
っ
た
）
賀
茂
保
憲
の
娘
」
な
ど
で
○
。 

 

✖
冒
頭
の
解
説
文
に
「
な
お
、
こ
の
序
文
は
三
人
称
で
綴
ら
れ
て
い
る
」
と
あ
り
、「
現
代
語
訳
」
の
設
問
で
あ
る
か
ら
、

「
私
／
作
者
」
等
は
不
可
と
す
る
。 

 

Ｂ
「
様
々
な
面
で
多
く
の
人
よ
り
劣
っ
て
い
た
が
」
（
３
点
） 

 

※
「
よ
ろ
づ
の
人
に
劣
れ
り
」
の
解
釈
。 

○
「
（
様
々
な
面
で
）
多
く
の
人
よ
り
劣
っ
て
い
た
」
「
（
色
々
な
分
野
で
）
多
く
の
人
よ
り
劣
っ
て
い
た
」
「
（
万
事
）

多
く
の
人
よ
り
劣
っ
て
い
た
」
な
ど
で
○
。 

 
 

◯
「
よ
ろ
づ
の
」
を
副
詞
的
に
と
っ
て
「
様
々
な
面
で
／
色
々
な
分
野
で
／
万
事
」
等
の
意
味
に
と
っ
た
も
の
も
可
と
す

る
。 

〈
例
〉
様
々
な
面
で
（
他
の
）
人
よ
り
劣
っ
て
い
た
／
色
々
な
分
野
で
普
通
の
人
よ
り
劣
っ
て
い
た
／
万
事
（
世
間
の
）

人
よ
り
劣
っ
て
い
た 

▲ 

完
了
・
存
続
の
助
動
詞
「
り
」
の
訳
「…

て
い
る
／…

て
い
た
／…

た
」
等
の
表
現
が
な
い
も
の
は
▲
減
点
１
点
。 

 

Ｃ
「
そ
の
中
で
も
唯
一
」
（
２
点
） 

 

※
「
さ
る
中
に
た
だ
」
の
解
釈
。 

○
「
そ
の
中
で
も
唯
一
」
「
そ
ん
な
中
で
も
た
だ
」
な
ど
で
○
。 
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Ｄ
「
他
人
よ
り
ま
さ
っ
て
い
た
の
は
疱
瘡
の
症
状
だ
け
で
」
（
３
点
） 

 
※
「
疱
瘡
を
な
む
す
ぐ
れ
て
病
み
け
る
」
の
解
釈
。 

 
 

○
「
（
他
人
よ
り
）
ま
さ
っ
て
い
た
の
は
疱
瘡
の
症
状
だ
け
だ
っ
た
」
「
（
他
の
誰
よ
り
）
す
ぐ
れ
て
い
た
の
は
疱
瘡
の
症

状
だ
け
で
」「
疱
瘡
だ
け
を
（
他
の
誰
よ
り
）
重
篤
に
病
ん
で
し
ま
っ
た
」
「
疱
瘡
を
だ
け
（
他
の
誰
よ
り
も
）
こ
の
上

な
く
病
ん
で
し
ま
っ
た
」
な
ど
で
○
。 

  

（
４
）「
夏
の
日
に
も
、
心
の
内
に
は
雪
か
き
暮
ら
し
て
降
り
て
、
消
え
ま
が
ひ
な
ど
す
れ
ば
、」
の
現
代
語
訳
。
（
10
点
） 

  

【
模
範
解
答
】 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
混
濁
し
た
意
識
の
中
で
は
）
夏
の
日
で
も
、
女
の
心
の
中
に
は 

雪
が
辺
り
を
暗
く
し
て
降
り
し
き
っ
て
い
て
、
（
そ
の
幻 

 
 
 

Ｃ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
○
３
点 

想
の
）
桜
の
花
び
ら
や
雪
も
（
心
の
中
で
）
消
え
た
り
、
混
じ
り
あ
っ
た
り
し
て
区
別
が
つ
か
な
く
な
っ
た
り
す
る
の
で
、 

（
10
点
） 

  

■
採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

◯ 

Ａ
〜
Ｄ
の
各
配
点
部
分
の
中
の
、
加
点
要
素
が
揃
っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
配
点
を
加
点
す
る
。 

◯ 

加
点
要
素
が
答
案
の
中
に
表
記
さ
れ
て
お
り
、
Ａ
〜
Ｄ
の
各
配
点
部
分
の
中
で
構
成
要
素
と
し
て
機
能
し
て
い
れ
ば
、

重
複
し
て
記
述
さ
れ
て
い
な
く
て
も
よ
い
。 

  

Ａ
「
夏
の
日
で
も
、
女
の
心
の
中
に
は
」
（
２
点
） 

※
「
夏
の
日
に
も
、
心
の
内
に
は
」
の
解
釈 

 

◯
「
夏
の
日
で
も
、（
混
濁
し
た
意
識
の
中
で
は
）（
女
の
）
心
の
中
に
は
」「
夏
の
日
で
も
、
（
高
熱
に
う
か
さ
れ
る
）
意

識
の
中
に
は
」
「
夏
の
日
で
も
、
（
病
に
苦
し
む
）
心
中
に
は
」
な
ど
で
○
。 

 

Ｂ
「
雪
が
辺
り
を
暗
く
し
て
降
り
し
き
っ
て
い
て
」
（
３
点
） 

※
「
雪
か
き
暮
ら
し
て
降
り
て
」
の
解
釈
。 

 
 

◯ 

「
雪
が
辺
り
を
暗
く
し
て
降
り
し
き
っ
て
い
て
」
「
雪
が
空
を
暗
く
し
て
降
っ
て
」
「
雪
が
一
面
に
暗
く
し
て
降
っ

て
い
て
」
な
ど
で
○
。 

 

Ｃ
「
桜
の
花
び
ら
や
雪
も
」
（
２
点
） 

※
「
消
え
ま
が
ひ
な
ど
す
れ
ば
」
の
主
体
＝
「（
そ
の
幻
想
の
中
で
舞
い
散
る
）
桜
の
花
び
ら
と
（
そ
の
幻
想
の
中
で
降
り

し
き
る
）
雪
が
」 

 
 

◯
「 

桜
（
の
花
び
ら
）
と
雪
が
」
「
（
あ
る
は
ず
も
な
い
）
桜
（
の
花
び
ら
）
と
雪
が
」
「
（
そ
の
幻
想
の
中
で
舞
い

散
る
）
桜
（
の
花
び
ら
）
と
雪
が
」
な
ど
で
○
。 

 

Ｄ
「
消
え
た
り
、
混
じ
り
あ
っ
た
り
し
て
区
別
が
つ
か
な
く
な
っ
た
り
す
る
の
で
」
（
３
点
） 

※
「
消
え
ま
が
ひ
な
ど
す
れ
ば
」
の
解
釈
。
「
（
心
の
中
で
）
消
え
た
り
、
混
じ
り
あ
っ
た
り
し
て
区
別
が
つ
か
な
く
な
っ
た

り
す
る
の
で
」
の
内
容
。 

 
 

◯ 

「
（
桜
と
雪
が
）
現
れ
た
り
消
え
た
り
し
て
、
渾
然
と
し
て
見
え
る
の
で
」
「
（
桜
と
雪
が
）
消
え
た
り
現
れ
た
り
、

錯
綜
す
る
の
で
」
「
消
え
て
は
現
れ
、
入
り
乱
れ
て
い
る
の
で
／
消
え
て
は
現
れ
、
混
ざ
り
合
っ
て
い
る
の
で
」
「
消
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え
て
は
現
れ
、
区
別
が
つ
か
な
い
の
で
」
「
見
間
違
え
る
ほ
ど
、
消
え
て
は
現
れ
る
の
で
」
「
見
紛
う
ほ
ど
消
え
て
は

現
れ
る
の
で
」
な
ど
で
○
。 

 
 

▲
「
已
然
形
＋
ば
」
の
順
接
確
定
条
件
「…

の
で
／…

か
ら
／…

と
」
が
な
い
も
の
は
、
▲
減
点
１
点
。 

  

（
５
）「
く
も
り
つ
つ
涙
し
ぐ
る
る
我
が
目
に
も
な
ほ
も
み
ぢ
葉
は
あ
か
く
見
え
け
り
」
の
現
代
語
訳
。
（
10
点
） 

 

【
模
範
解
答
】 

 

Ａ
○
３
点 

 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
２
点 

 
 
 
 

Ｄ
○
３
点 

何
度
も
憂
鬱
に
な
っ
て
は 

涙
が
こ
ぼ
れ
る
、
そ
ん
な
私
の
目
に
も
、
や
は
り
紅
葉
の
葉
は 

は
っ
き
り
と
真
っ
赤
に
見
え
た
の

で
す
よ
。
（
10
点
） 

  

■
採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

◯ 

Ａ
～
Ｄ
の
各
配
点
部
分
の
中
の
、
加
点
要
素
が
揃
っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
配
点
を
加
点
す
る
。 

◯ 

加
点
要
素
が
答
案
の
中
に
表
記
さ
れ
て
お
り
、
Ａ
～
Ｄ
の
各
配
点
部
分
の
中
で
構
成
要
素
と
し
て
機
能
し
て
い
れ
ば
、

重
複
し
て
記
述
さ
れ
て
い
な
く
て
も
よ
い
。 

◯ 

和
歌
の
解
釈
な
の
で
、
敬
語
表
現
の
有
無
は
問
わ
な
い
。 

 

Ａ
「
何
度
も
憂
鬱
に
な
っ
て
は
」
（
３
点
） 

※
「
く
も
り
つ
つ
」
の
解
釈
。
こ
こ
の
「
く
も
る
」
は
、
精
神
的
に
「
憂
鬱
に
な
る
」
意
味
と
と
っ
て
も
、
「
視
界
が
曇
る
」

等
の
意
味
と
と
っ
て
も
よ
い
。 

 

○
「
何
度
も
視
界
が
曇
っ
て
は
」
で
も
よ
い
○
。 

 

◯ 

「
度
々
心
が
暗
く
な
っ
て
は
」「
度
々
目
の
前
が
が
暗
く
な
っ
て
は
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 
 

▲
接
続
助
詞
「
つ
つ
」
は
、
動
作
の
反
復
継
続
の
意
味
「
何
度
も…

し
て
は
／
度
々…

し
て
は
／
繰
り
返
し…

し
て
は
」

等
の
意
味
で
訳
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
動
作
の
反
復
継
続
の
意
味
に
と
れ
て
な
い
も
の
は
▲
減
点
１
点
。 

 

Ｂ
「
涙
が
こ
ぼ
れ
る
、
そ
ん
な
私
の
目
に
も
」
（
２
点
） 

※
「
涙
し
ぐ
る
る
我
が
目
に
も
」
の
解
釈
。
こ
こ
の
「
し
ぐ
る
」
は
、
「
涙
が
こ
ぼ
れ
る
／
落
涙
す
る
」
等
の
意
味
で
あ
る
。 

 

○
「
涙
が
こ
ぼ
れ
る
（
そ
ん
な
）
私
の
目
に
も
」
「
（
時
雨
の
よ
う
に
）
落
涙
す
る
（
そ
ん
な
）
私
の
目
に
も
」
な
ど
で
○
。 

 Ｃ
「
や
は
り
紅
葉
の
葉
は
」
（
２
点
） 

※
「
な
ほ
も
み
ぢ
葉
は
」
の
解
釈
。
こ
こ
の
副
詞
「
な
ほ
」
は
、
我
が
目
が
「
曇
る
・
時
雨
る
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
そ

れ
で
も
や
は
り
／
や
っ
ぱ
り
・
や
は
り
／
そ
れ
で
も
い
っ
そ
う
／
そ
れ
で
も
さ
ら
に
／
そ
れ
で
も
依
然
と
し
て
」
、
紅
葉

が
は
っ
き
り
と
真
っ
赤
に
見
え
た
、
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。 

 

○
「
そ
れ
で
も
や
は
り
紅
葉
（
の
葉
）
は
」「
や
っ
ぱ
り
紅
葉
（
の
葉
）
は
」
「
や
は
り
紅
葉
（
の
葉
）
は
」
「
そ
れ
で
も

い
っ
そ
う
紅
葉
（
の
葉
）
は
」「
そ
れ
で
も
さ
ら
に
紅
葉
（
の
葉
）
は
」「
そ
れ
で
も
依
然
と
し
て
紅
葉
（
の
葉
）
は
」

な
ど
で
○
。 

 Ｄ
「
は
っ
き
り
と
真
っ
赤
に
見
え
た
の
で
す
よ
」
（
３
点
） 

※
「
あ
か
く
見
え
け
り
」
の
解
釈
。 

○
こ
こ
の
形
容
詞
「
あ
か
し
」
は
、「
疱
瘡
の
盛
り
に
目
を
さ
へ
病
み
け
れ
ば
」
と
い
う
状
態
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
「
そ

ん
な
状
態
で
も
や
は
り
／
そ
ん
な
病
状
に
も
関
わ
ら
ず
依
然
と
し
て
」
と
続
く
文
脈
な
の
で
、「
は
っ
き
り
と
／
明
確
に

／
鮮
や
か
に
（
真
っ
赤
に
）」
等
と
解
釈
す
る
べ
き
で
あ
る
が
、
色
調
の
「
赤
い
／
紅
い
／
緋
い
」
等
の
解
釈
も
可
と
す

る
。 

○
こ
こ
の
動
詞
「
見
ゆ
」
は
、「
見
え
る
／
目
に
映
る
／
目
に
浮
か
ぶ
」
等
の
意
味
。 

▲
「
見
る
」
と
い
う
表
現
で
は
▲
１
点
減
点
と
す
る
。 
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○
こ
こ
の
助
動
詞
「
け
り
」
は
詠
嘆
・
気
づ
き
の
意
味
で
あ
る
が
、
以
下
の
よ
う
に
、
過
去
の
意
味
で
あ
っ
て
も
訳
し
て
あ

れ
ば
可
と
す
る
。「…

た
の
だ
よ
／…

た
の
だ
な
あ
／…

た
の
だ
っ
た
／…

た
よ
／…

た
の
だ
／…

た
」
等
。 

▲
な
い
も
の
は
▲
１
点
減
点
と
す
る
。 

  

問
二 

（
10
点
） 

※
「
「
我
が
身
の
は
か
な
き
こ
と
、
世
の
中
の
つ
ね
な
い
こ
と
、
眺
む
る
夕
べ
、
空
に
た
ま
散
る
虫
を
詠
み
」
は
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
か
、
贈
答
歌
を
ふ
ま
え
て
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
。 

 

【
模
範
解
答
】 

  
 
 
 
 

Ａ
①
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ
②
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ
○
２
点 

作
者
が
、
自
分
の
つ
ま
ら
な
い
人
生
の
こ
と
や 

現
世
が
無
常
で
あ
る
こ
と
を 

考
え
な
が
ら
、
も
の
思
い
に
耽
る
夕
暮
れ
に
、 

Ｃ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ
○
２
点 

空
に
さ
ま
よ
う
蛍
を
魂
に
な
ぞ
ら
え
て 

和
歌
を
詠
む
と
い
う
こ
と
。 

（
10
点
） 

  

■
採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

◯ 

Ａ
～
Ｅ
の
各
配
点
部
分
の
中
の
、
加
点
要
素
が
揃
っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
配
点
を
加
点
す
る
。 

◯ 

加
点
要
素
が
答
案
の
中
に
表
記
さ
れ
て
お
り
、
Ａ
〜
Ｅ
の
各
配
点
部
分
の
中
で
構
成
要
素
と
し
て
機
能
し
て
い
れ
ば
、

加
点
要
素
が
重
複
し
て
記
述
さ
れ
て
い
な
く
て
も
よ
い
。 

 

■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
自
分
の
つ
ま
ら
な
い
人
生
の
こ
と
や
現
世
が
無
常
で
あ
る
こ
と
を
考
え
な
が
ら
」
（
４
点
） 

 

※
以
下
の
①
②
の
２
点
に
分
け
て
採
点
す
る
。 

 

①
「
自
分
の
つ
ま
ら
な
い
人
生
の
こ
と
を
考
え
る
（
思
索
す
る
／
思
う
）
」
（
２
点
） 

 

※
「
我
が
身
の
は
か
な
き
こ
と
」
の
解
釈 

 

〈
例
〉
自
分
の
つ
ま
ら
な
い
人
生
の
こ
と
を
考
え
る
（
思
索
す
る
／
思
う
）
／
自
分
自
身
の
儚
い
宿
命
の
こ
と
を
考
え
る
（
思

索
す
る
／
思
う
）
／
自
分
が
と
る
に
た
ら
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
（
思
索
す
る
／
思
う
） 

◯ 

自
分
自
身
が
「
と
る
に
た
ら
な
い
／
つ
ま
ら
な
い
／
儚
い
」
存
在
で
あ
る
こ
と
を
思
索
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。 

 

②
「
（
作
者
が
）
現
世
が
無
常
で
あ
る
こ
と
（
死
に
つ
い
て
／
全
て
が
生
滅
変
化
す
る
こ
と
）
を
考
え
る
（
思
索
す
る
／
思
う
）
」 

（
２
点
） 

 

※
「
世
の
中
の
つ
ね
な
い
こ
と
」
の
解
釈 

〈
例
〉
（
作
者
が
）
現
世
が
無
常
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
（
思
索
す
る
／
思
う
）
／
（
作
者
が
）
こ
の
世
の
無
常
を
考
え
る

（
思
索
す
る
／
思
う
）
／
（
作
者
が
）
死
つ
い
て
考
え
る
（
思
索
す
る
／
思
う
）
／
（
作
者
が
）
こ
の
世
に
は
不
変
・
常
住

の
も
の
は
何
一
つ
な
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
（
思
索
す
る
／
思
う
） 

✖ 

こ
こ
は
「
無
常
（
＝
死
）
」
。
「
無
情
」
は
不
可
。 

  

Ｂ
「
も
の
思
い
に
耽
る
夕
暮
れ
に
」
（
２
点
） 

 

※
「
眺
む
る
夕
べ
」
の
解
釈 
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〈
例
〉
も
の
思
い
に
耽
る
夕
暮
れ
に
／
ぼ
ん
や
り
と
考
え
事
を
し
て
い
る
夕
暮
れ
に
／
ぼ
ん
や
り
と
蛍
を
眺
め
て
い
た
夕
暮
れ

に
／
ぼ
ん
や
り
と
物
思
い
に
耽
り
な
が
ら
蛍
を
眺
め
て
い
た
夕
暮
れ
に 

◯
ど
の
よ
う
な
時
（
＝
「
眺
む
る
夕
べ
」）
か
説
明
で
き
て
い
る
か
が
重
要
。 

 

Ｃ
「
空
に
さ
ま
よ
う
蛍
を
魂
に
な
ぞ
ら
え
て
」
（
２
点
） 

 

※
「
空
に
た
ま
散
る
虫
」
の
解
釈 

 

〈
例
〉
空
に
さ
ま
よ
う
蛍
を
魂
に
な
ぞ
ら
え
て
／
空
に
飛
び
交
う
蛍
を
魂
に
見
立
て
／
空
に
飛
ぶ
蛍
を
人
の
霊
魂
に
喩
え
て 

◯
「
貴
船
の
御
手
洗
川
の
蛍
＝
魂
」
と
い
う
「m

e
t
ap
h
o
r

」
あ
る
い
は
「
見
立
て
」
を
読
み
と
る
。 

 Ｄ
「
（
作
者
が
）
和
歌
を
詠
む
」
（
２
点
） 

 

※
「…

を
詠
み
」
の
解
釈 

 

〈
例
〉（
作
者
が
）
和
歌
を
詠
む
／
（
賀
茂
保
憲
の
娘
が
）
和
歌
を
作
る
／
（
女
が
）
和
歌
を
創
作
す
る 

◯ 

主
体
が
「
作
者
（
＝
賀
茂
保
憲
の
娘
＝
女
）」
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
れ
以
前
の
答
案
箇
所
で
わ
か
る
よ
う
な
書
き
方
な
ら

ば
、
こ
こ
で
減
点
は
し
な
い
。 

▲
そ
う
で
な
い
も
の
は
▲
減
点
１
点
と
す
る
。 

 

Ｅ
「…

（
と
い
う
）
こ
と
。
／…

と
言
っ
て
い
る
。
／…

 

名
詞 

。
」 

 

※
「…

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
か
」
と
い
う
問
い
の
文
末
表
現
。 

 
 

 

▲
問
い
に
対
応
す
る
文
末
表
現
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
▲
１
点
減
点
。
句
点
「 
。」
の
ヌ
ケ
も
同
様
。 

  

問
三 

10
点 

 

※
「
吾
が
せ
る
な
り
、
題
も
知
ら
す
る
人
も
な
し
」
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
ま
た
、
そ
う
し
た
理
由
は
な
ぜ
な
の
か
を
、 

わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
。 

  

【
模
範
解
答
】 

 

Ａ
○
２
点 

 
 
 
 

Ｂ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ
○
１
点 

 

作
者
が
空
想
の
中
で
、
多
く
の
今
は
亡
き
歌
人
た
ち
の
霊
魂
を
誘
い
あ
つ
め
、
左
右
そ
れ
ぞ
れ
の
方
人
と
し
て
配
置
し
て
、 

Ｄ
○
１
点 

 
 
 
 

Ｅ
○
１
点 

 
 
 
 
 
 

Ｆ
○
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｇ
○
２
点 

歌
題
も
一
人
で
決
め
、
自
分
自
身
が
判
者
と
な
り
、
た
っ
た
一
人
で
仮
想
の
歌
合
を
開
催
す
る
こ
と
。
（
そ
し
て
）
そ
の
理
由
は
、 

 

作
者
は
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
病
床
に
伏
せ
る
孤
独
な
自
身
を
せ
め
て
慰
撫
し
よ
う
と
思
っ
た
か
ら
（
で
あ
る
）
。
（
10
点
） 

    

■
採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

◯ 

Ａ
～
Ｇ
の
各
配
点
部
分
の
中
の
、
加
点
要
素
が
揃
っ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
配
点
を
加
点
す
る
。 

◯ 

加
点
要
素
が
答
案
の
中
に
表
記
さ
れ
て
お
り
、
Ａ
〜
Ｇ
の
各
配
点
部
分
の
中
で
構
成
要
素
と
し
て
機
能
し
て
い
れ
ば
、

加
点
要
素
が
重
複
し
て
記
述
さ
れ
て
い
な
く
て
も
よ
い
。 

○
答
案
は
一
文
で
も
二
文
以
上
で
も
構
わ
な
い
。 
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■
各
加
点
要
素
の
加
点
の
条
件 

 

Ａ
「
作
者
が
、
空
想
の
中
で
」
（
２
点
） 

※
冒
頭
の
解
説
文
「
こ
の
家
集
に
は
、
相
手
が
明
確
な
贈
答
歌
も
な
く
、
作
者
に
は
宮
仕
え
を
し
た
形
跡
も
、
歌
合
な
ど
に

参
加
し
た
記
録
も
な
い
。…

こ
の
時
ま
で
貴
族
の
社
交
的
世
界
か
ら
隔
絶
さ
れ
て
生
き
て
き
た…

」
等
か
ら
の
類
推
。 

 〈
例
〉
作
者
が
、
空
想
の
中
で
／
賀
茂
保
憲
の
娘
が
、
想
像
で
／
女
が
、
夢
想
の
中
で 

◯
こ
の
「
歌
合
」
が
現
実
で
は
な
く
「
作
者
の
幻
想
」
だ
と
わ
か
れ
ば
よ
い
。 

  

Ｂ
「
多
く
の
今
は
亡
き
歌
人
た
ち
の
霊
魂
を
誘
い
あ
つ
め
」
（
１
点
） 

※
「
あ
ま
た
の
魂
を
語
り
き
て
」
の
解
釈 

 

〈
例
〉
多
く
の
歌
人
た
ち
の
霊
魂
を
あ
つ
め
て
／
多
く
の
歌
人
た
ち
の
霊
魂
を
誘
っ
て
／
大
勢
の
歌
人
た
ち
の
魂
を
誘
い
あ
つ

め
て 

※
「
あ
ま
た
の
魂
を
語
り
き
て
」
の
注
に
「
今
は
亡
き
多
く
の
歌
人
た
ち
の
霊
魂
を
誘
い
あ
つ
め
て
」
と
あ
る 

 

Ｃ
「
左
右
そ
れ
ぞ
れ
の
方
人
と
し
て
配
置
し
て
」
（
１
点
） 

〈
例
〉
左
右
そ
れ
ぞ
れ
の
方
人
と
し
て
配
置
し
て
／
左
右
に
分
け
て
／
二
組
に
分
け
て 

◯
「
歌
合
」
の
注
に
「
和
歌
の
詠
者
を
左
右
二
組
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
人
た
ち
が
指
定
さ
れ
た
題
を
詠
ん
だ
歌
を
一
首

ず
つ
対
戦
さ
せ
て
、
判
者
が
そ
の
優
劣
を
比
較
し
て
勝
負
を
判
定
し
た
」
と
あ
る
。 

  

Ｄ
「
歌
題
も
一
人
で
決
め
」
（
１
点
） 

※
「
題
も
知
ら
す
る
人
も
な
し
」
の
内
容 

 

〈
例
〉
歌
題
も
一
人
で
決
め
／
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
の
題
も
勝
手
に
決
め
て
／
歌
の
題
も
自
分
で
定
め
て 

  

Ｅ
「
自
分
自
身
が
判
者
と
な
り
」
（
１
点
） 

※
「
「
勝
ち
負
け
は
心
ひ
と
つ
に
定
め
な
ど
し
て
」
の
解
釈 

 

〈
例
〉
自
分
自
身
が
判
者
と
な
り
／
勝
敗
も
自
分
で
決
め
て
／
歌
の
勝
ち
負
け
も
思
い
通
り
に
決
め
て 

 Ｆ
「
た
っ
た
一
人
で
仮
想
の
歌
合
を
開
催
す
る
（
こ
と
。
）
」
（
２
点
） 

※
「
吾
が
せ
る
な
り
、
題
も
知
ら
す
る
人
も
な
し
」
の
解
釈 

 〈
例
〉
た
っ
た
一
人
で
仮
想
の
歌
合
を
開
催
す
る
（
こ
と
。）
／
自
分
一
人
で
空
想
の
歌
合
を
想
像
す
る
（
こ
と
。
）
／
一
人
で

歌
合
を
空
想
す
る
（
こ
と
。）
／
自
分
自
身
の
頭
の
中
で
歌
合
を
組
み
立
て
る
（
こ
と
。） 

 

▲ 

「
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
か
」
と
問
わ
れ
て
い
る
の
で
、
「…

（
と
い
う
）
こ
と
。
／…

（
と
い
う
）
思
想
。

／…

（
と
い
う
）
考
え
。
」
等
と
な
っ
て
い
な
い
な
い
も
の
は
▲
減
点
１
点
。 

▲
文
を
こ
こ
で
切
っ
て
い
る
場
合
、
句
点
「
。」
の
な
い
も
の
は
▲
減
点
１
点 

 

Ｇ
「
そ
の
理
由
は
（
作
者
は
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
病
床
に
伏
せ
る
孤
独
な
）
自
身
を
慰
撫
し
よ
う
と
思
っ
た
か
ら
」 （

２
点
） 

※
「
た
だ
心
ひ
と
つ
に
思
ひ
て…

慰
め
て
明
か
し
暮
ら
す
」
の
解
釈 
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 〈
例
〉
そ
の
理
由
は
自
分
自
身
を
慰
め
る
た
め
／
そ
の
理
由
は
自
身
の
孤
独
を
癒
す
た
め
／
そ
の
理
由
は
病
床
の
自
身
を
慰
撫

し
た
か
っ
た
か
ら 

 

▲ 

「
ま
た
、
そ
う
し
た
理
由
は
な
ぜ
な
の
か
」
と
問
わ
れ
て
い
る
の
で
、
「…

か
ら
。
／…

た
め
。
／…

（
と
い
う
）
理
由
。
」

等
と
な
っ
て
い
な
い
な
い
も
の
は
▲
減
点
１
点
。 

▲
句
点
「
。」
の
な
い
も
の
も
▲
減
点
１
点
。 

   


